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近年 evidence based medicine が良く聞かれるようになりましたが，われわれ

も日々の診療内容を検討することでより良い医療を提供できるように努めてお

ります．以下に平成 16年度以降の業績を記載します。 
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坂野裕昭，石川博之，岡崎 敦，石井克志，村田 淳．橈骨遠位端骨折に対する Hoffmann  2  compact創

外固定器を用いた non-bridging単独での創外固定術の適応．第 17回東日本手の外科研究会．東京都．2003．
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Bifidobacterium sp  による第１中手骨急性化膿性骨髄炎の１例．第 17回東日本手の外科研究会．東京都．
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岡崎 敦，坂野裕昭，太田裕敏，葉梨大輔，村田 淳．当科における Dupytren 拘縮の治療成績．第 47 回

日本手の外科学会．大阪．２００４．４． 
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瀧上秀威，坂野裕昭，瀬崎壮一，江口 純，河原芳和．陳旧性手指 PIP 関節脱臼骨折に対しパンタグラフ
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位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定術の骨折型別術後成績. 第 33 回日本骨折治療学会, 東京、
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